
令和４年度 竹松小学校経営方針（第２次案）

教育方針
長崎県や大村市などの教育方針に基づき、これまでの校風や伝統を継承しながら、ふるさとを愛し夢や目標を持って２

１世紀をたくましく生きぬく子どもの育成に努める。このため、教職員がその使命と責任を自覚し、ふれあいと感動に満ち、
地域に根ざした教育の充実発展に努めると共に、大人になり社会の役に立つ人となるような人づくりの基盤づくりに努める。

学 校 教 育 目 標

夢を持ち 創造性に富んだ 心豊かで 明るく元気な 竹松っ子の育成

めざす学校像 めざす児童像 めざす教師像
・安心、安全な学校 ・明るく思いやりのある子 ・児童に寄り添う教師
・豊かな学びと規範意識 ども ・教育のプロの自覚を持
を大切にする学校 ・夢を持ち自ら考え実践す ち、学び続ける教師

・保護者や地域に信頼さ る子ども ・保護者や地域に信頼さ
れる学校 ・元気で頑張る子ども れる教師

竹小の課題 大村市の課題
○学力向上 ○学力向上（豊かな学力の実現）
○配慮を要する児童への対応 ○不登校対策（不登校０の実現）
○不登校傾向児童への対応 ○多様な感性を育てる環境作り

学校教育目標の達成のために

第５章 評論家ではなく実践家の2学期

学力向上
→①竹松小スタンダードの完全定着
②若手・中堅が育つ授業研究
③タブレット実践活用を大村で３位に

配慮を要する児童・不登校傾向児童への対応
→今の取組の継続（情報共有＋保護者面談＋具体的なプラン）

生活規範の行動化
→「アンケート」「〇〇強化週間」の２学期の位置づけと実施

楽しい学校の実現
→「楽校」プロジェクトの実施 まずは運動会の成功！

【年間を通して達成に近づけたい８つの取組】

学力向上 心の教育 生活指導の徹底
・学習規律の徹底 ・心に届く教科「道徳」 ・規範意識の行動化
・竹松小スタンダード ・自己肯定感の高揚 ・全職員による生活指導
の浸透 ・主体的な児童の育成 ・補助員との緊密な連携

・わかったできたのあ
る日々の授業 特別支援教育の充実 体育を通した力の向上

・家庭学習の定着 ・特別支援学級の子どもの ・体力と技能の向上
・同僚性を土台とした 将来を見据えた指導 ・耐性の向上
授業改善 ・配慮を要する児童への対応 ・集団行動の徹底

保護者・地域との連携 安心安全な学校 生活習慣の向上
・迅速、誠実な対応 ・危機管理の意識共有 ・早寝早起き朝ごはん
・報・連・相の徹底 ・事務職員との連携強化 ・遅刻者減少へ
・関係機関との連携強化 ・保健室経営のサポート ・メディアコントロール

校長として実現すること

信頼される校長 ～やりがいを感じ、働きやすい職場つくり～



1 学期の反省の改善について

①名札の登下校での着用について（担当 片山教頭）
→現在、大村市では全ての学校が着用の模様。
→ただ、名札着用のメリットである名札裏に緊急時の必要な内容が記入されてい
ないようだ。そこで、まずは実態調査を行う。

→調査後に 竹松小では今後、外す方向で進めたい。

→次回のＰＴＡ理事会、校長会から動き出したい。

最終的な姿 ①名札は教室におき、学校内はつける。
②そのためにランドセルに緊急用の情報を必ず入れておく。

②体育館の利用（担当 渡邉体育主任）
→体育部提案 晴天・雨天関係なく 1 日に 2 クラスまでの利用（１６日に１回は
回ってくる予定。）

→学級間での調整は可能とする。
→利用する場合、職員（担任が無理な時は管理職等が対応）つくことが条件

③〇〇強化週間、アンケート、〇〇調査の位置づけ（担当 家永教務主任）
→同時期に重ならないように２学期の計画をたてる。
関係分掌担当の話し合いの実施する。
（合格筆箱、廊下の歩き方、語先後礼、１分前着席など）
（ いじめアンケート、心のアンケートなど）

④初任・２，３，５年、１０年研のメンター研修の実施（担当 小山主幹教諭）
→ミーティングやそれぞれの研修の計画的な実施

⑤「楽校」プロジェクトの実施（担当 原田副校長）
→１学期から進めている楽しい学校の実現（楽校）の取組の実施

⑥２学期当初の不登校対策（担当 久山主管教諭）
①コロナ感染以外での欠席 ２日連続欠席者を久山主管に報告と相談
②３日欠席の子は管理職報告
③報告後に相談の上、「家庭訪問」「保護者面談」の措置をとる

⑦体操服の着用について（確認事項）
→全体練習時は中に入れる。
→学級、学年体育時は出しても良い。
→体操服の替えの服装はハデハデにならない程度で

⑧運動会に関わる軽減措置等について（担当 原田副校長）
→一律にとるのは難しいので、声かけをしてください。（金曜日など進んで！）

⑨留守番電話の利用について
→今後（開始時期は根回し後）１８：００以降は留守番電話利用
→先生方の保護者への連絡も１７：３０までとする。
→１８：００を目途に退庁しましょう。


